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吉本剛典 
 兵庫教育大学地理学研究室の研究報告第 19 号に，修士論文と卒業研究の成果を掲載する
ことができました。大学院学生の胡日査必力格（フリチャビリグ）さんは中国内モンゴル
自治区通遼市奈曼旗出身のモンゴル族です。彼女にとっては外国である日本で，外国語で
ある日本語で，おそらくは生活のために多くの時間を割かれる中で，修士論文を書いてく
れました。修了後の１年間，研究生として残り，自分の研究を積む予定です。 
 学部学生４人の卒業研究の，３年生段階での仮題は次のとおりでした。それぞれ少しず
つの調整を踏まえながらも，初志を貫徹してくれました。 
    高瀬悠一郎くん  新幹線と短距離ランナーの競走 
    多田 美咲さん  美術館の絵画芸術と和弓の武道と芸道 
    柳田 敬史くん  兵庫県と長崎県の都市農村と近世百姓 
    山本 里保さん  姫路市の小学校と温泉を巡る旅 
 卒業研究は，自分で設定したテーマのもとに内容を構成し，調査分析，図表表現，考察
推敲を重ねて，ある程度の水準に達する研究論文を自ら完成するもので，彼ら彼女らにと
ってほとんど初めての経験だったことでしょう。内容の完成度もさることながら，そこに
至る過程（プロセス）が重要で，努力して得た経験値は，卒業するに当たり，有為の社会
人たらんとする自分自身への最高の贈り物になるに違いありません。 
 ところで，兵庫教育大学のカリキュラムは，最近，大きく変更されました。大学院は 2011
（平成 23）年度から，今年度の修了生が２期目，学部は 2008（平成 20）年度から，今年
度の卒業生が３期目となります。文芸と学術の女神ミューズ（Muse）と記憶の女神ムネー
モシュネー（Mnemosyne）に誘われて，美しい調べを奏でる新旧の授業科目を並べてみまし
た。 
  大学院  旧 → 新 
  地域地理学研究法 教育地理情報研究（南埜・吉本） 
  自然地域論  地域学習の方法と教材開発（吉本・自然系理科地学教員） 
  都市・農村地域論 都市・農村景観と空間分析（吉本） 
  都市・農村地域論演習 地域地理学の研究と教育（南埜・吉本） 
  地誌学特論  地誌と地域研究（南埜） 
  地誌学特論演習 多文化社会の歴史と地理（南埜・社会系歴史教員） 
 
  学部  旧 → 新 
  地理学   社会認識と地理情報（南埜・社会系社会学教員） 
  初等社会科内容論 初等社会Ⅱ（吉本・社会系歴史・公民教員） 
  地理学概説  地理学概説（吉本） 
  自然地理学概説 自然地理学概説（社会系社会科地理教育教員） 
  自然地理学演習 自然地理学演習（兵庫県立人と自然の博物館より非常勤） 
  人文地理学概説 人文地理学概説（吉本） 
  人文地理学演習 人文地理学演習（吉本） 
  地誌学概説  地誌学概説（南埜） 
  地誌学演習  地誌学演習（南埜） 
 
 学部の新カリキュラムでは，中学校社会科と高等学校地理歴史科の教員免許状取得条件
のため，地理の専門科目はあまり変わりませんが，教科指導法や実地教育，教職に関する
科目が大幅に増強されました。変更あるいは増設された社会系，社会科に関する必修およ
び教員免許状科目は次のとおりです。 
  １年次 初年次セミナー    初等社会Ⅰ        社会認識と地理情報 
  ２年次 初等社会科教育法   初等社会Ⅱ        社会科教育法 
  ３年次 初等社会科授業研究  初等実習リフレクション  地理歴史科教育法 
  ４年次 教職実践演習     中等実習リフレクション  自然地理学演習 
 
